








































そしてその実現のために、ゴール要求とアスペクトの実装を統合する言語 GRD を開発した。 
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Abstract 
I suggest a method to integrate an aspect point with a goal point in this study.  
In the goal point demand engineering, I can make mutual understanding with the parties 
intersted such as a customer or the system user simpleness by making a purpose in 
the business for the function demand clear. By the aspect point programming, I describe 
processing to sit astride an object called "a crossing element" as "an aspect" not 
what I describe every these objects in a mass. The aspect point demand engineering 
extracts a demand based on "the aspect" of the demand level corresponding to "the 
aspect" of such a cord level and analyzes it. The aspect is a concept of the design 
level, and it is thought that I have a complementary relation with a goal about the 
business.  
I suggest the function that can implement the demand that is expressed by the 
description of the goal demand because correspondence attaches a componentry of an 
aspect demand and the goal demand analysis as an aspect.  
And, for the realization, I developed language GRD which integrated the 
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HTTP サーバ Apache2 












ための AOP モジュールには PHP 上で動作する AOWP を使用している。 
 































































































ール化する為の技術として、AOP (Aspect-oriented Programming)がある。 
代表的な AOP 言語である AspectJ では、横断的関心事をアスペクト(aspect) と呼ぶモジ
ュールとして定義する。アスペクトは、横断的関心事の挿入位置であるジョインポイント
(join point) を選択するポイントカット(pointcut) の定義と、ポイントカットで実行さ
れるアドバイス(advice) から構成される。 
しかし、既存の AOP 言語は、ポイントカットで Web 固有のイベントや利用コンテキスト
を直接取り扱う事ができない為、Web アプリケーションの横断的関心事をモジュールする





































必要とされるクロスカット要求が友連れ要求になる。   
そしてこの AORE には以下のような特徴がある。 
（１）抽象化    
共通関心事の詳細を隠蔽して抽象化することで、要求を複数個所に分散することなく一意
に記述できる。   
（２）モジュール化    
共通関心事を分離独立させておくことで、影響範囲を限定できる。   






























ゴール A、Bがともに成立するときゴール Gが成立するか、ゴール A、Bのどちらか一方で
も成立しなければゴール G も成立しないとき、ゴール A と B は、ゴール G に関して AND 関
係にある。 
（２）OR 関係 
ゴール A、Bのどちらか一方が成立するときゴール Gが成立するか、ゴール A、Bのすべて
が成立しなければゴール Gも成立しないとき、ゴール Aと Bは、ゴール Gに関して OR 関係
にある。 
（３）＋関係 
ゴール Aが成立するとき、ゴール Bが成立するとき、ゴール Aは Bに対して＋関係にある。 
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（４）－関係 





























3.4.2 NFR フレームワーク 
 
ソフトゴールには NFR、操作要求、主張（claim）の３種がある。ソフトゴール依存関係、






















































 既存のコンパイラコンパイラに Yacc/lex、Bison/Flex 等があるが、それらは出力コード
の可読性が低く出力言語もC言語であったためPHPで可読性の高いパーサコードを生成す
る CC を作成する必要があった。 
  
 PHPSimpleCC の主な特徴としては、以下の４点である。 
（１）文脈を考慮した字句解析が可能  
（２）1 ファイルで字句解析、構文解析、解析処理すべてを記述可能  





図 4 PHPSimpleCC の記述例 
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4.2.2 AOWP の概要 
 







クラスの呼び出しを、 ロギングが必要な全ての箇所に記述する必要がある。 AOP では、
このような処理をアスペクトとしてモジュール化する事ができる。 
代表的な AOP 言語として AspectJ がある。AspectJ では、ポイントカットとアドバイ
スを用いて アスペクトの定義を行いるが、AOWP でも、 このポイントカット/アドバイス
機構に基づく AOP を採用している。つまりポイントカットでは、"どこに処理を適用する





適用可能なポイントの集合を、 横断的関心事の挿入位置として選択する。 AOWP では、
メソッド呼び出し、関数呼び出し等の、 プログラム実行中のイベントをジョインポイント










アドバイスは、横断的関心事を実行するタイミングが異なる before、 after、around の












ムに適用される。 現在、AOWP では、対象の Web アプリケーションのルートフォルダ等
を設定ファイルに記述し、 AOWPCompiler.php のスクリプトをコマンドライン上で実行




































図 6  rule/aspect 要素に関する BNF 記述 
 
 





























図 9  要求の定義に関する自然語での記述 
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5.3 GRD 言語による要求記述 
 








図 10  要求の定義に関する GRD 言語での記述 
 
 
図 11  抽象ソフトゴールの実装に関する GRD 言語での記述 
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5.4 GRD 言語によるアスペクトの生成 
  
































言語仕様としては、機能的には WEB アプリケーションに特化する形で AOWP が提供する機







































機能面では WEB アプリケーションに特化する形で advice、pointcut を定義できるよう言
語仕様レベルで対応した。この点については、最終的には AOWP が提供する機能を可能な限
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